
令和7年度 洲本市在宅医療・介護連携セミナー

第4回 「すもトーーク」

Zoomを利用した
オンライン開催

主催：洲本市 介護福祉課 長寿支援係

令和8年 3月5日（木）

  １9：0０～20：３0

洲本市の医療・介護・福祉に従事している方・行政職 
※洲本市の医療・介護・福祉をよくしたいと思っている他市の方も歓迎！

【お問合せ】 洲本市役所 介護福祉課 担当：小西
ＴＥＬ：0799-26-0600 メール：seiji_konishi@city.sumoto.lg.jp

お申込み・お問合せ

事前登録制 (締め切りは、3月 3日(火） １7時まで)

https://logoform.jp/f/51s0o
※申し込み後に自動返信メールにて、当日のZoom ID・パスコードをお送りいたします。 

谷口 美津雄 氏

すもトーークとは
本市では高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう在
宅医療・介護の連携を推進しています。
本市で働く多職種が集まり、それぞれの専門的見地から支援や連携のあり
方を学ぶとともに、顔の見える関係を築くことを目的として開催しています。

～多職種の点を線に 線を輪に～

対 象 者

開催日時

テーマ

講師のご紹介

参加費
無料

事前申込
二次元コード

： 認知症診断の「その先」を支える多職種連携
～認知症疾患医療センターを使って、介護の現場の負担を軽減する～

日々の業務で以下のような悩みを感じる事はありませんか。精神保健福祉士（PSW）の視点から、具体的

で「すぐに使える」解決策を提示します。

1.「物忘れ外来と認知症疾患医療センターの違いは？」

「どちらに行くのが正解？」という迷いをなくします。役割分担を明確にし、スムーズな受診勧奨のコツを伝授します。

2. 「認知症疾患医療センターに電話するのはハードルが高い．．」

そんな心理的障壁を取り払います。専門機関と「つながる」ことは利用者だけでなく、支援者であるあなた自身の負

担も減らすことに直結します。「もっと早く頼ればよかった」そう思っていただけるような、現場目線の実践

的な内容をお届けします。

認知症疾患医療センター相談員
精神保健福祉士

当日の主な内容

https://logoform.jp/f/51s0o
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